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（コード番号：2359、東証１部） 

問 合 せ 先 取締役 最高財務責任者  野秋 盛和 

 

平成 20 年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 19 年４月 27 日の決算発表時に公表した平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日から平成 20 年３

月 31 日）の連結業績予想（中間期及び通期）及び個別業績予想（中間期及び通期）を下記のとおり修

正しましたのでお知らせ致します。 

 

記 

 

１． 平成 20 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

 

(1) 連結                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成19年４月27日 発表） 
12,900 510 490 290 

今回修正予想（Ｂ） 12,615 225 215 65 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △285 △285 △275 △225 

増  減  率 △2.2％ △55.9％ △56.1％ △77.6％ 

前期（平成 19 年３月中間期）実績 11,964 432 426 231 

 

(2) 個別                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成19年４月27日 発表） 
10,500 580 570 330 

今回修正予想（Ｂ） 10,210 145 140 70 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △290 △435 △430 △260 

増  減  率 △2.8％ △75.0％ △75.4％ △78.8％ 

前期（平成 19 年３月中間期）実績 10,014 559 558 356 

 



２． 平成 20 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

 
(1) 連結                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年４月 27 日 発表） 
27,400 1,600 1,580 930 

今回修正予想（Ｂ） 26,400 1,110 1,080 530 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,000 △490 △500 △400 

増  減  率 △3.6％ △30.6％ △31.6％ △43.0％ 

前期（平成 19 年３月期）実績 25,586 1,366 1,355 709 

 
(2) 個別                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年４月 27 日 発表） 
22,500 1,560 1,550 900 

今回修正予想（Ｂ） 21,500 950 940 530 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,000 △610 △610 △370 

増  減  率 △4.4％ △39.1％ △39.4％ △41.1％ 

前期（平成 19 年３月期）実績 21,388 1,519 1,509 874 

 

３． 修正の理由 

(1) 連結 

個別の中間期及び通期業績見通しの修正にあわせ、連結の中間期及び通期業績見通しも修正

致します。 

 

(2) 個別 

① 不採算プロジェクト 

エンベデッドソリューション事業で受注した上期納品予定の一括システム案件において、

受注時の見積工数を大幅に上回る作業と計画変更に対応する作業要員の追加が発生しました。

これによる追加費用を当中間期に損失処理致します。 

② 受注環境の変化 

携帯電話および液晶製造検査装置向け等のシステム案件において、顧客となる製造メーカ

の再編、設備投資計画の見直しが発生し、係る受注計画と開発要員配置の変更を余儀なくさ

れました。 
 

以上の結果から、中間期および通期で売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも当初計

画を下回る見込みとなりました。 

 

４． １株当たり配当予想について 

期末の１株当たり配当予想につきましては、前回公表の予想より修正はございません。 

 

５． その他 

中間決算発表は、11 月５ 日(月)を予定しております。 

 

以 上 

 (注 、
)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は
今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 


